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夏
を
彩
る

国
見
夢
ま
つ
り

国 見の 夏 を 彩る 、 「国 見夢 ま つり 」

が ８月10 日 開 催さ れ 、歩 行 者天 国 ・盆

踊り 大 会と 花火 大 会 に多 く の 町民 で 賑

わい ま し た 。 昼は 藤 田 商店 街 を 歩行 者
天国 に し 、 楽し い イ ベン ト や 露 天 が出

店さ れ、 夕 刻 から は 子ど も 盆 踊り や ゆ

かた コ ン テ スト が 行 わ れま し た。 松 明

に火 がと も ると 、 夢 音頭 踊 り から 盆 踊

り 大会 へと 踊り の 輪 が大 き く 広 がり ま

し た 。

夜に は観 月 台公 園 で45 年の 伝 統を 諤

る花 火 大会 が開 催さ れ､ 夏の 夜空 に 大輪
の 花を 咲 か せ まし た 。主 催者 の町 商 工

会より 、花火開催の許可などの関係から、

今 年 が最 後 であ る こと が告 げ ら れ、 茎

麗な 姿を思い出にと心に深く 刻みました。



国
見
町
農
業
委
員
会
改
選

会
長
に
賀
藤
貞
さ
ん
を
再
任

国
見
町
農
業
委
員
会
は
、
一
般
選
挙
に
よ
り
当
選
さ
れ
た

十
五
名
と
、
農
協
一
名
、
農
業
共
済
組
合
一
名
及
び
議
会
推

薦
三
名
に
よ
る
委
員

が
選
任
さ
れ
、
二
十
名
の
新
し
い
委
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
七
月
二
十
二
日
開
催
の
国
見
町
農
業

委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
賀
藤
貞
さ
ん
、
会
長
職
務

代
理
者
に
瀬
戸
孝
さ
ん
を
全
会
一
致
で
選
出
し
ま
し
た
。

七
月
こ
日
告
示
の

。
般
選
挙
に
よ
り
当
選
さ

れ
た
卜
瓜
名
（
選
挙
結
果
は
匕
月
り
掲
秡
）
と
、

農
業
委
ｕ

会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
伊

達
み
ら
い
農
業
協
同
組
介
よ
り
阿
部
隆
人
さ
ん
。

福
島
県
北
ａ

業
共
済
組
介
か
ら
貿
藤
火
さ
ん
、

ま
た
匕
月
十
六
日
開
催
の
町
議
会
に
お
い
て
村

Ｌ
利
夫
さ
ん
、
鈴
木
洋
ｒ

さ
ん
、
谷
沖
さ
ち
’ｒ

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て

町
長
が
農
業
委
員
と
し
て
選
任
し
ま
し
た
。

就
任
に
あ
た
り
貿
藤
会
長
は
「
農
業
状
勢
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
町
協
力
の
も
と
、
国
兄
町

股
業
の
た
め

‥
川

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

。こ
年
間
に

わ
た
り
、
国
見
町
の
ａ

業
・
股
地

を
守
り
、
ａ

業
振
興
の
推
進
役
を
批
い
ま
す
。

質
藤
さ
ん
は
引
き
続
き
四
川
日
の
会
艮
就
任

で
、
瀬
戸
さ
ん
は
初
め
て
の
職
務
代
理
者
就
任

で
す
。

新

農

業

委

貝

（
敬
称
略
、議
席
順
）

賀
藤
　

貞
　
七
期
共
済
推
薦

村
上

利
夫
　
一
．
期
議
会
推
薦

松
浦

欽
一
　
一
．
期
公
逸

井
砂

善
榮
　
五
期
公
選

佐
藤

定
司
　

こ
川
公
選

谷
津
さ
ち
子
　

．
刈
議
会
推
鵬

阿
部

隆
夫
　

．
川
農
協
推
鵬

村
上

正
勝
　
二
期
公
退

瀬
戸
　

孝
　
三
期
公
選

黒
田

勝
央
　
二
期
公
選

朽
木

勝
之
　

瓦
川
公
選

八
島

進
一
　
一
川
公
選

高
橋
八
千
代
　

円
期
公
選

鈴
木
　

薫
　

．一
期
公
選

渋
谷

福
重
　
二
期
公
選

菊
地

忠
一
　
一
期
公
選

鈴
木

洋
子
　
一
期
議
会
推
薦

阿
部

泰
藏
　
一
川
公
選

佐
藤

且
雄
　
二
期
公
選

武
田

正
利
　

Ｊ
．川
公
選

賀藤　 貞会長瀬戸　孝
会畏職務代理者

退
任
委
員
の
方
々
へ
感
謝
状

こ

の

た
び

農
業

委
八

を
退

任

さ

れ
た

瓦
名

の
方

へ

、
感

謝
状

が

贈
ら

れ
ま

し
た

。
贈
？

式
で

は

、
新

委
員

が
見

守

る
中

、
Ｗ
ｍ

永
町

艮

よ
り

一
人

ひ
と

り

に
感

謝

状
が

手
渡

さ

れ
、

こ
れ

ま
で

の

献
身

的
活

動

を
ね

ぎ
ら

い
ま

し

た
。

ぶ
感

謝

状

受

賞

者
（
敬
称
略
）

菊

地
　

光
一
。
　

志

村
　

藤
榮

佐

藤
　
　

棍
　
　

佐

藤
　

瑞
雄

小

西
　

邦

子

農 業 委 員 会 の 役 割
農業委員会は農業及び農家の利益を代衣する機関として．ａ

業委八会等に関する法律により設置されている行政 委員会です。

農業委員会の委員の=lﾓな役割としては、･､'i｣農地泌に雌づく権

利移動等の審査役／:x一流動化などにより、農地のｲf効活川をは

かる調整役い3:認定農家者など扣いｒの斤成、農地の利川災積

などにより地峨農業の推進役。などがあります｡ この他にも｡

｢地域のl!Ic話役｣ として良業行年金。脱金。制度資金などの身

近なll談にも応じています｡



多
目
的
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

愛
称
は
柏
葉
体
育
館

昨
年
六
月
か
ら
建
設
を
す
す
め
て
き
た
、
国
見
町
多
目
的

体
育
施
設
の
本
体
及
び
外
構
工
事
が
完
滌
蜆

八
月
八
日
に

落
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。「
柏
葉
体
育
館
」
の
愛

称
で
広
く
活
用
で

き
る
社
会
・
学
校
体
育
施
設
と
し
て
使
用

開
始
と
な
り
、
特
に
柔
剣
道
の
鍛
練
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ

ま
す
。

本
体
育
施
設
は
、
県
北
中
学

校
講
堂
が
老
朽
化
し
危
険
と
な

っ
た
た
め
、
県
北
中
学
校
創
立

五
卜
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建

般
し
ま
し
た
。

そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
有

利
な
総
務
省
の
地
域
総
合
整
備

亊
業
債
を
活
用
す
る
た
め
上
野

台
運
動
公
園
整
備
嘔
業
の
一
環

と
し
て
社
会
体
育
と
学
校
体
青

の
共
用
施
設
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
す
。

落
成
式
に
先
立
ち
、
ケ
ヤ
キ

と
イ
ヌ
シ
デ
の
記
念
植
樹

が
、

冨
永
町
艮
と
佐
藤
忠
美
議
長
を

は
じ
め
県
北
中
生
徒
代
表
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
熊

坂
修
一
さ
ん
（
太
田
川
）
政
に

よ
る
館
銘
板
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
、
正
面
玄
関
に
「
柏
葉
体
育

館
」
と
記
さ
れ
た
銘
板
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
冨
永
町
長
は
「
こ
の

施
般
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
切
望
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
事
業
関
係
者
に
感
謝

状
を
、
愛
称
の
名
付
け
親
と
な

っ
た
県
北
巾
生
徒
へ
記
念
品
が

贈
叭
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
議
艮

の
祝

辞
の

の
ち

、

力
歳
一
二
唱

で

落

成

を
祝

い
ま

し

た
。

施
設

は

柔
道

及

び
剣
道

四

而

。

バ

ス
ヶ

ツ
ト

ボ

ー
ル

ー
面

、

バ

レ

ー

ボ
ー
ル

ニ

剛
が
卍
式

に

と

れ
、

二
階

部
分

は
嘔

球
場

と

な

っ
て

い
ま

す
。

更
衣

室
や

溢

水

シ
ャ
ワ

ー

、
会

議

窒
も
備

え

た

近

代
的

施

設
で

す

。

総
事

業

費
は

四

億
三
千

万

で
、

う
ち
起

債

に
よ

る
三

億
二

千
万

円

は
後

年

度
に
交

付

税
に

よ

り

五

卜
五
％

が
措

置

さ
れ
ま

す

。

愛
称
は
中
学
生
か
ら
募
集

愛
称
に
つ
い
て
は
、
県
北
中

学
校
生
徒
か
ら
募
集
さ
れ
、
二

百
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

七
月
二
十
九
日
開
催
の
多
日
的

整
術
懇
談
会
に
お
い
て
、
審
査

の
結
果
、
佐
藤
頁
紫
さ
ん
ほ
か

六
名
の
【
柏
葉
体
青
館
】
が
愛

称
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

柏
葉
は
県
北
中
の
校
章
や
校

歌
な
ど
に
川
い
ら
れ
て
い
る
、

同
校
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。

施 設 の 概 要
１階 ア リ ー ナ　　　　　994 ㎡

柔 道 ４面　　　 剣 道 ４面

バ レ ー ポ ー ル　　　 ２ 面

バ ス ケ ッ ト ポ ー ル　 １面

２階 プ レ ー ル ー ム　　　354 ㎡

卓 球 場( 卓 球 台 ９台)

また､１階には､会巌室､更衣室(男女)、

コイン式温水シャワーなどがあります。

・ 施設利用にあたって ●
大会等特別な場合を除き一般に利用いただ

けますが、授業や部活動時は、学校での使用
が優先されますのでご理解願います。
使用申込み

団体使用…生涯学習課??5  ｰ
個人使用…動労者体育センター

?1585－5370
鍵の借出、返却

勤労者体育センターにおいて
便用者は責任を持って便用し消掃片付けの
後施錠すること

使用時間
午前９時から午後９時30分まで

使用料金
国見町民に限り 原則無料ですが、照明設備

及び付属施設等の使用料は有料となります。
詳細はお問い合わせく ださい。

休館日

月曜日（但し､休日に当たる眄はその翌日）
及び年末年始(  12 / 四～1 ／3 ）

詳しくは生涯学習課( 観月台文化センター)
までお問い合わせください。??ｰ  76



大
分
国
見
町
親
善
交
流
事
業

感
動
と
友
交

九
州
の
夏

県
北

中

学
校

の
大

分

県
国

見

町

親
善
交
流
団
（
生

徒
十
五
名
引

率
三
名
）
は
、
七
月
三

十
一
日
か

ら
八

月
三
日

ま
で

の
三

泊
四

日

の
日

程
で

、
同

じ
町

名
に
よ
り
交

流

が
行

わ
れ

て
い

る
大

分

県
国

見
町
を
訪
問
し

ま
し
た

。
団
員
は

大
分

国
見

中

学
校

の

生
徒

と
の

交

流
や
照

り

つ
け

る

太
陽

の
下

で
の

マ
リ

ン

ス
ポ

ー

ツ
を

堪
能

し
た
ほ
か

、
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
に

よ

り
家
族
と

親
交
を

築
き
、
両
町
の

絆
を
深
め

ま
し
た

。

巾
学

乍

に
よ

る
貎

品
‥
交

流
丿

業

は
今

年
で

斤
年

目

と
な

り

．

人

分

県
国
見

町
へ

は
ｔ

成

卜
年

皮

以
来

．
．．
川
日

．
昨

年
の

夏

は

長

崎

県
国
見

町

を
訪

れ
て

い
ま

す

．
今

年

．
．
川

に
は

人
分

国

見

巾

の
生

徒

卜

八
名

が
当
町

を

訪

れ
て

い
ま

す
『
．

交
流

団

．
行

は
人

分
国

兇

町

に
到
着

す

る
と

、

金
山
尚

學

町

長

は
じ

め
関

係
行

の
欣

迎
会

で

温

か
く
迎

え
ら

れ
ま
し

た
。

そ

の

後
、

ベ
ト

ロ

ぷ
念
公

園
や

ふ

る

さ
と

展
示

館
な

ど
町

内

を
兄

学

し
ま

し
た

。

―
囗
凵

に

は
町

内

の
海
水

浴

場

で
海

水
浴

や

ス
イ
カ

割

り
、

砂

浜
に
Ｉ

て

た
棒

を

収
り
合

う

ビ

ー
チ

フ
ラ

ッ
ク

ス

な
ど
で

楽

し

み
ま

し
た

。
午

後

に
は

国
兄

中

と
の

交
流

会
が

行

わ
れ

、
互

い
の
町

や
学

校
の

紹

介
を

行

い

友

交
を

深
め

た
後

、

ミ
泊

の
ホ

ー

ム
ス

テ

イ
亢

の
家

放
と

の
対

面

式

が
あ

り
ま
し

た

。

ホ

ー
ム

ス
テ

イ
は

、
七

家
庭

に
受
け

入

れ

い
た
だ

き
ま
し

た

。

以

前
肖

町
へ

来
た

生

徒
の

家
庭

も
あ

り
、

生
徒

た
ち

は
家

族
の

．
Ｕ

と
し

て
温

か
く

迎

え
て
頂

き

ま

し
た

。
人

分
の

風

桝
、
文

化

を
肌

で

感
じ

る
こ

と

が
で
き

、

ま

た

、
同

年
代

の
生

徒
た

ち

の

出発に先立ち結団式
７月25日 には大分県国見町親善交

流事業派遣団の結団式が観月台文化

センターで行われました。

冨永町長から団長の佐藤弘利学校

教育課艮へ大分県国 見町長へのメッ

セージが手渡さ れ、団員を代表して

佐野友里恵さん（県北中３年）が誓

いの言葉を述べましたて。

金山大分国見町長やホームステ イ先の家族全員でのお別れ会

ホームステイ先の家族との対面式



間

に
友

情

も
芽
生

え

た
よ

う
で

す
．．．

．日

川
は

国
見

中

の
生

徒
や

金

山
町
長

も

．
緒

に

な
っ

て
の

海

釣
り

、
ボ

ー
ト

や

カ
ヌ

ー
な

ど

の
海

洋
ス

ポ
ー

ツ

を
体

験
、

人

分
の
夏

を

堪
能

し

ま
し

た
．

娘

終
日

は

お
匪
話

に

な
っ

た
ホ

ー

ム
ス
テ

イ
先
の

家

族
と

別

れ

た

の
ち

、
金

山
町

長

ら
に

見
送

ら

れ
人

分
国

見
町

を

後
に

し
ま

し

た
．

人
宰

府
人

満

宮
を

参
詣

し

て

、
帰

路

に
つ

き
ま

し
た

。

参

加
し

た

生
徒

た
ち

に
と

っ

て

。
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
や

海
水

浴

や

マ

リ
ン

ス

ポ
ー

ツ
で

の
思

い

出

。
不
安

と
緊

張

、
温

か
く

迎

え
て

い
た

だ

い
た

感
謝

と
感

動
、

そ
し

て
仲

良

く
な

っ
た

友
達

の

こ
と

が
、

夏

の
思

い
出

と
し

て

綴
ら

れ
ま

し

た
。

人
分

国
見

町

の
配

慮
に

よ

る
段
爪

な

体
験

は
、

生
徒

た
ち

を

。
段

と
成
艮

さ

せ

ま
し

た

。

大分県国見中学校との交流会

深まる友情
小坂小と

静岡･西気賀小

小坂小５年生が静岡の友のもとへ

小坂小学校の５年生14名は､ ７月27凵からlil‘1 2 1 1の

日程で静岡県引仇郡細江町､ 浜名湖畔 にある 西気賀小学

校を訪れました。 両校の 交流は15年 前より始 まり、児碩

の訪問は７年前より行われ てい ます。

一行は新幹線で浜松駅 へ､IJLi飢質小のみんなは校舎|狗

の歩道 橋からｆ を振り小坂小の 児 童を迎え てくれまし

た､ぽ|己紹介やゲームによる ５年生 児嵋･川:の交流会は、

小学｜年時か ら学校活助の 交換 や文通など により 親交

を温めてきた児 嗔の 初めての対 而の増となりました。

歓迎セレモニーに続 き夕刻から「潮風集 会」が行われ、

西気質小令校唯ともに､川辺探検の ウォー クラリーなど

が行われました。 夜は両校の 児童が 一締に宿il’|､友との

鵬らいは夜史けまで続 きました｡翌日はカ ヌーや船を体

験、海辺ならではの楽しみ を満喫し ました。

これらの活動を辿じ双方の親交はさらに深まリ｡楽し

い思い出となりまし た｡冬には 西気質小の友達が小坂に

やってき､雪上での 交流が行われ ます。Ili会を約束して。

帰路につきました｡、

西
気
賀
小
の
児
童
か
ら
カ
ヌ
ー
の

乗
り
方
、
パ
ド
ル
の
使
い
方
を
教

わ
る
、
小
坂
小
の
児
童



台
風
９
号
に
よ
る
災
害

復
旧
と
対
策
す
す
む

七
月

十
口

か

ら
十

一
日

に

か

け

て

の
台
風

六

号

に
よ

る
豪
雨

は

、

大
き

な
被

害

を
も
た

ら
し

ま

し

た
。

被
災

さ

れ
た
方

へ

お

見

舞

い
申
し

上

げ
ま

す
。

住

宅

へ

の

浸
水

や
田

畑

の
冠

水
を

は

じ
め

、
町

逆
や
ｎ

林
道

・
水

路

な
ど

町
公

共

施
設

に
お

い
て

も

人
き

な
被

害

と
な

り
ま

し
た

。

（
被

害

の
状

況
は

左
記

の
と

お

り
。
）

町

で

は
被

災

さ
れ
た

方
へ

の

対

応
を

す
す

め

る
と
と

も

に
、

町
民
生
活
に
関
わ
る
復
旧
の
た

め
、
緊
急
対
策
分
を
町
艮
小
決

処
分
に
よ
り
予
算
を
確
保
し
対

応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
格
復
旧
に
要
す
る
経
費
は
九

月
開
催
の
国
見
町
議
会
に
上
程

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

専
決
処
分
と
合
わ
せ
て
、
総
額

で
七
千
万
円
を
超
す
も
の
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ａ

業
被
害
に
つ
い
て
は
、
収

穫
前
の
桃
を
中
心
に
約
千
三
百

万
円
の
被
害
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
嘔
成
卜
年
の

八
月
末
豪

雨
時
の
約
八
千
万
円
の
被
害
と

比
べ
、
冠
水
而
積
が
約
半
分
で

あ
り
、
樹
体
被
害
が
少
な
か
っ

た
反
面
、
収
穫
前
の
桃
の
被
害

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
被
災
さ
れ
た
方
へ
、

町
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
農
業
被
害
に
つ

い
て
も
県
の
補
助
事
業
の
対
応

を
踏
ま
え
、
対
策
を
進
め
ま
す
。

台風６号による被害概要

住宅・床上浸 水　1(泄 帯　32 人

(徳江前原 ６世帯18人･二 階間々 ２世帯

７人・山神１世帯 ２人．西大枝石田

１世帯 ５人)

住宅・床下浸水　　 １世帯　 ４人

(石母田弁天沢 １世帯４人)

農家物置・住宅物置 浸水34棟

土木施設被客　 町道関連13箇所

(法面崩 落 ７　路面 洗掘 ３　水 路１

土砂堆積１　 木橋流失１)

飆林業施設被害 農道・林道・水路 関連

22箇所
(路面洗掘10　 法面 堤唐崩落等12)

水道施設　 水道管破損　 １箇所

農業被害

冠 水 田21  .2ha 畑19.5ha 計.  a

田　 徳江9.  a､ 川内11  .5ha

畑 徳江3.  a､ 川内16.  Ohd

作物内 訳　 水稲等2.2ha　 桃17.7ha

柿l.  5ha　野粟3ha

交
通
事
故
防
止

み
や
ぎ
・
ふ
く
し
ま
県
境
作
戦

『
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民

防
虍
総
ぐ
る
み
運
助
』
期
問
中

の
七
月
ニ
ト
二
日
、
宮
城
県
白

石
市
と
国
見
・
桑
折
地
区
の
合

同
で
交
通
嘔
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
み
や
ぎ
・
ふ
く
し
ま
県

境
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
を
超
え
隣
接
す
る
両
地
区

が
連
携
し

て
嘔
故
防

止
を
進
め

よ

う
と
昨

年
か
ら
行

わ
れ
て

お

リ

、
今

年
は

白
石

市

斉
川

地
内

の

国
逆

四
号

沿

い
の

パ
ー

キ
ン

グ

で
行

わ

れ
ま

し
た

。
冨

永
武

夫

国
見

町
長

を

は
じ

め
白

石
市

の

川
井

貞

一
市

長
、

桑
折

・
白

石

両

警
察
署

長

、
管
内

の

交

辿

団

体
関

係
者

約

百
二

十
名

が

参

加

し
ま

し

た
。

参
加

者

は
、

通
行

巾
両

一

台

一

台

に
、

国
見

特
産

の
桃

と
白

石

市

交
通

安
全

協
会

手
作

り

の

通

行

手
形

を
配

布
し

、

ド
ラ

イ

バ
ー

に
安

全
迅

転

を
呼

び
か
け

ま

し

た
。

白

石
巾

の
甲

胄
ｆ
」
房

片
介

塾

の
メ

ン
バ

ー

も
鎧
兜

を

身

に
ま

と
っ

て
参

加

、
キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

を
盛

り
上

げ
ま

し

た
。

卜
県
の
垣
根
を
越
え
て
交
通

ヽ

安
全
を
呼
び
か
け
る
参
加
者

▼
武
者
姿
で
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ

交通安全街頭啓発活動
七月十六日 にはＪＲ藤田駅におい

て国 見町交通対策協議会及び桑折警

察署共 催による 街頭啓発活動を行い

ました。

夕刻の乗降客らを対象にチラシを

配布し交通事故防止を訴えました。



義経まつり
出演者大募集

９月23 日 （く にみの 日 ）に行 われる 義経 まＳ

り の 武 者 行 列に 出 演 い た だけ る 方 を 次 によ り

募 集し ます 。ふる って 応募く ださ い。

募 集人 数

武者 役　 ８名 （弁慶 役を 除き騎 乗し ま す）　

姫役　 ２名　 女 武者 役　 ６名

応 募条 件

原則と して 国 見町に 居住し てい る方 、もし く

は国 見町の 事務 所に 勤務さ れ ている 方

ご 希 望 の 方 は 写 真 を 一 枚 持参 の 上 、事 務 局

（ 企画 商工課 ）ま でお 越しくい た だく か、 写貝

を添 付の 上、 住所 、氏名 、年 齢を 記載の 上 、郵

送 又は Ｅ メ ール で､ ９月16 日 ま でご 応 募く だ さ

い 。 詳 細は下 記ま でお 問い合 わ せくださ い 。

スタッフ参加のお 願い

霖経まつりの運営に

参加いただく、町内各種
団体及び町民の有志（ボ
ランティア）を募集いた

しす。随眄受け付けます

ので、希望の方は下記ま
でご連絡ください。

問い合わせ･参加申込み
国見iJまちづくり推進協議会
事務局(役場企・ 商工課内)

7?(  )  7  諏 (  )  2181
e･mail
kikaku55@green.ocn.ne.ip

自然を満喫！健康づくり

＊ 第15回 町民ウォーキング大会＊

’ふくしまの遊歩道50選’に選ばれた、上野台

運動公園からあ つかし山までの往復９㎞がコー

スですO どなたでも気軽に参加い ただけます。自

然と親しみながら歩くことにより、体と心をリフ

リッシュしましょうO

と　　き・９月８日(日)午前８眄より出発式

受付眄間　午前７眄30分～７眄50分

コ ー ス・上野台運動公園～阿津賀志山頂

(往復9.0㎞)

参加方法・当日、上野台運動公園( グリーンアリ

ーナ923前) にて受付くださ い。どな

たでも気軽に参加できます。

(小雨の場合は実施しますが、悪天候

の眄は中止となります｡)

問い合わせ・保健福祉課　保健増進係

85  ー2

お
こ
し
く
だ
さ
い

敬
老
会

本
年
度
敬
老
会
は
、
九
月
十
四
目
か
ら
十

七
日
の
四

日
間
に
か
け
て
、
町
内
五
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
地
区
の
特
性
を
生
か
し
、
身
近
な
地
区
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
こ

し
下

さ
い
。
今
年
度
は
対
象
者
年
齢
を
七
十

一
歳
以
上

と
し
千
九
ｆ口
三
十
名
の
方
へ
案
内
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
開
催
口
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
老
会
対
象
者
に
つ
い
て
は
今
年
度
か
ら
段
附
的

に
一
歳
づ
つ
引
あ
げ
平
成
十
八
年
か
ら
は
七
十
五
巌
以

‐
1
1

の
方
と
な
り
ま
す
。
）

お
問

い
合

わ
せ

保

健
福
祉

課
　

福

祉
係

ｇ

５

８
５

－

２
７
９

ｊ`

開　催　日　 程
地 区 日　 時 場　 所 対象者数

藤 田 9月14日(土)
10:00から

観
月台文化
センターホール

812人

小 坂 9月15
日(日)
10:CX)から

小坂小学校体育館 283人

森江野 9月15日(日)
1 1 : から 森

江野町民
センター体育館

370人

大木戸 9月16
日(月)
10:(X)から

大木戸小学校
体育館

2郭人

大 技 9月17
日(火)
10:(X)から

国見東部高鮗者

きき化センター体育鯉
164人

(刃象音数は、8月10日珊在)



７
月
の

グ
ラ
ビ
ア

第９回レディース
球技大会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
郡

主
催
に
よ
る
「
第
９
回
レ
デ
ィ

ー
ス
球
技
大
会
」
が
、
７
月
1
6

日
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
全
部
の
1
9

老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
。
各

チ
ー
ム
よ
り
選
抜
さ
れ
た
５
名

に
よ
り
、
３
種
目
の
競
技
を
ポ

イ
ン
ト
制
で
競
い
ま
す
。
は
つ

ら
つ
プ
レ
ー
で
会
場
は
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
激
戦
の
紡

果

。
優
勝
は
第
一
藤
田
長
寿
会
、

準
優
勝
山
崎
長
寿
会
、
第
３
位

川
内
長
楽
会
と
な
り
ま
し
た
。

特産の桃をＰＲ ミスピーチ
国見町物産のおいしい桃や橸島のくだものを

ＰＲ する2002ミスヒ ーチが､７月５日国見町を

訪れまし た。この日訪れたのは10名のうちの５

名で。「物産の桃やくだものを、全国へ紹介して

まいります」 と述べ、これから全国各地でＰＲ
活動を展開し ます。

舞
台
芸
術
体
験

【
合
唱
】

文
化
庁
や
国
見
町
等
の

共
催
に
よ
る
本
物
の
舞
台

芸
術
体
験
事
笑

一
合
啗
」

が
『

日
本
を
代
表
す
る
東

京
混
声
合
唱
団
に
よ
り
。

７
月
2
1日
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
人
悶
の
声
で

描
く
芸
術
「
合
唱
」
の

美

し
さ
。
魅
力
を
い
か
ん
な

く
発
揮
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
の

素
晴
ら
し
さ
は
聴
衆
に
感

銘
を
あ
た
え
ま
し
た
。

鈴木勝二
歌謡教室発表会

国見カラオケ愛好会など鈴

木勝二さ ん門下の歌謡教室の

合同発表会が,６月14日 ．観月

台文化センターで行われ.70 組

が日頃の練習の成果を披露し

ました．また.出演者や来場者
からのチャリティ募金が社会

福祉協議会へ届けられました．

第10回国見歌謡祭
国見歌謡連合会(遠騷仁一会

長? が主催する，第10回国見歌

謡祭が７月８日. 観月台文化セ

ンターにおいて開催され, スポ

ットライト を浴びながら 約90

組が登壇.プ囗顔負けの熱唱に

花東や拍手が贈られまし た，｢

愛のチャリティ｣とし て.遠藤

会長から冨永网長へ福祉事業
への収益金が手渡されました．

絵
に
よ
る
日
韓
友
好
に
感
謝
状

日

韓
児

童

画
交

流

展
へ

の
出

品

に
よ

り

。
日

本
と

韓
国

の
国

際
親

善
に

寄

与
し

た
と

し
て

、
こ

の

ほ
ど

「
小

さ
な

画
家
の

家
」
・。主
宰

石
原

光
雲

さ
ん

）
の
子

ど
も
た
ち
に
．
日
韓
女
性
親
善

協
会
か
ら
感
謝
状
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
「
．
交
流
展
へ

は
三
年
前

よ
り
出
展
し
て
お
り

．
作
品
は

韓
国
と
日

本
両
国
で
展
示
さ
れ

ま
す
．



高
品
質
な
桃
を

伊
達
家
献
上
桃
と
し
て
発
売

Ｊ

Λ
伊
達
み
ら
い
ぬ
業
協
同

組
合
で
は
、
管
内
で
生
産
さ
れ

る
桃
の
な
か
で
も
、
特
に
高
品

質
な
も
の
を
『
伊
達
家
献
上
桃
』

と
し
て
発
売
を
は
じ
め
ま
し
た
。

桃
の
特
産
地
で
あ
る
１
地
の
こ

だ
わ
り
の

。
品
と
し
て
、
高
品

価
値
・
差
別
化
を
は
か
り
、
今

年
は
仙
台
巾
を
中
心
に
限
定
収

売
さ
れ
ま
す
。

伊
辻
家
は
阿
津
賀
志
山
で
の

奥
州
藤
原
合
戦
で
手
柄
を
立
て

た
常

陸
人

道
念

西
（
中

村
伽

宗

）

を
始

机
と

し
て

、
こ

の
地

に

移

り
住

み
伊

達
と

名
乗

っ
た

。
伊

達
家

発
祥

の
地

で

す
。

こ
の

こ

と
か

ら

、「
伊
違

家

献
Ｌ

桃
」
と

し
て

伊

達
家
卜

八
代
当

主
伊

達

泰
宗

（
や

す
む

ね

）
氏

に
献
Ｌ

す

る
と

と
も

に
、

仙

台
藩
祖

伊

達

政
宗

公
の

革
前

に

供
え

ら
れ

ま
し

た

。

紫

の

箱
潛

き

に
は

、
伊

達
家

よ

り
使

用
許

可

を
得

た
家

紋
と

「
伊

達
家

献
Ｌ

」

と
金

字
で
し

る
さ

れ
て

お

り
ま

す
。

「
あ

か

つ
き

」
と

「
川

巾

島
自

桃
」

の

二
品

種
で

最
鳥

位

の
も

の
と

し

、

糖
度

卜
四

度
以
Ｌ

の
も

の
か

ら

。

さ
ら

に
色

・
形

な

ど
厳

選
、

。

箱

八
～
九

佃

詰
を

。‐１
１

箱

（
う

ち
当

町

か
ら

は
千

箱

）
献
ｈ

桃

の

名

で

発

売

し

ま

す

。

Ｊ

Ａ

担
当

行

に
よ

る
と

、
巾

場
の

評

価

も
鳥

く
、

鳥
航

で

販
売

さ
れ

て

お
り

。
特

に
贈

答

川
と
し

て

好

評
と

の
こ

と
で

す

。

匕

月

ト
ハ

囗
に

は

、
仙

台
巾

の

瑞
鳳

殿
で

「
伊

違

家
献

上
桃

仙

台

藩

咀

伊

達

政

宗

公

献

供

式

」
が

伊
達

卜

八
代

泰
宗

氏
臨

席

の
も

と

、
＃
Ｌ

賢

．
Ｊ

Ａ
伊

達

み
ら

い
組

介
長

、

人
波

健
町

助

役
出

席
で

行

わ

れ
ま
し

た
。

七
月
十
七
日
に
Ｊ
Ａ
国
見
総
合
支
店
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
献
上
桃
の
箱
詰
め
式

国貝町小学校スポーツ(水泳)交歓会

唹成14年度[kl見町小 学校 スポ ーツ[水 泳1交 歓会が

７月24日森江 野町民プ ールにおいて開催されまし た。

町内各小学校から６年 生98名全貝が参加し､ 親睦 と交

流、水泳技術の向Iごを囗的に、例年開催されてい ます。

元気に水しぶきをあげ熱戦が繰り広げられ､ 大会記録

の更新など好記録が生 まれ ましたｊ司校児童への応援

はもちろん､小学校の垣根 を越えた声援 も飛 び交い ま

した。 入賞者は次の とおりです。

入　賞　者　氏　名

種　 目1

 m 自 由 形50m

自 由 形50m

平 泳 ぎ25m

自 由 形21xkT

丶|亅L ノー

男　　 子
第１位

仲野 能磨(小 坂)

仲野 能暦(小 康)

菊地 籬人 田 2 )

稾藤 大介(心江野)

蒔 田 ２

第２位

古川 弘和{Ｉ田2}

古川 弘和(藤田2)

長岡　 寛{●田2}

脾枝　 光(且田2)

森 江 野

第３位

松涌 昭太（鬪∃ｕ

松涌 昭太（眠BI ）

遠傴 弘樹｛ａ江野｝

釁野 肇玄（小 坂）

藤 田 １

女　　 子
第１位

佐藤奈潭紀(  1

佐藤亰津紀( 蠢江11j

斎藤 美育( 蒔田21

松田 知 思 (  2  )

藤 田 ２

第２位

箟木　 萌 壜田2)

佐藤 真紀( 小 坂)

輜野美紀子( ●田2)

佐藤 夏妃( 眺BI)　

厰 田 １

第３位

佐蒹 夏妃(麗ﾖ1

齏藪 美育 僵田2

紺野 沙織(,j，坂

武田 昊智(ａ工野

小 坂

混合Ｓｍリレー　　　　　　 第１位 藤田２　　　　　　 第２位 小坂　　　　　 第３位 藤田１



ご
み
の
出
し
方
も
う
一
度
確
認
を

今
年
４
月
か
ら
ご
み
の
出
し

方
の
一
部
が
変
わ
り
、
び
ん
の

分
別
と
資
源
専
川
袋
に
よ
る
回

収
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
現
在
順
調
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
も

ほ
ぼ
守
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す

が
ま
だ
、
一
部
ル
ー
ル
を
守
ら

れ
ず
に
出
さ
れ
る
ご
み
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

ル

ー
ル

に
基

づ

か
な

い
も

の

は
川

収
し

な

い
こ

と
と

し
、

理

山
を

書

い
た
用

紙

を
貼

っ
て

お

り
ま

す
。

特

に
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル

や
び

ん
類

の
ふ

た

の
取

り
忘

れ

、

名
前

の
記

人

測
れ

が
多

い
よ

う

で

、
預
け

る
気

持

ち
で

出
し

て

く

だ
さ

い
。

回
収

さ

れ
た

か
確

認
し

、
残

っ

て

い
た

と
き
は

持

ち
帰

り
、

も

う
一

度
点

検
し

て

く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
や
問
い

合
せ
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
、

次
の
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
の
詳
細
は
。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
に
な

る
か
、
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住
民
課
生
活
環
境
係

｛
一一
５
８
５
－
2
1
1
6

ごみの出し方ご注意ください

品　 目 出　　 し　　 方 出す日 出す場所

ベッドボトル
○ふたをはずし、横につぷして

匱瀟夏蚕彊 に入れ名前を記入
リサイク

ルの日

●田市ｉ堵は
纂２土曜日
それ以外は
第４土曜日

リサイク
ルステー

ション

(各町内会ご

とに１ヵ所

に指定〉

リサイクル品

○新聞・雑誌・ダンボール・紙パック

は品目ごとに紐でしばる

○アルミ缶はつぷして透明な袋など

（資源専用袋など）に入れる

○ビール瓶や一升瓶などの生きびん

（繰り返し使われるぴん）で壊れて

いないもの

びん類
(飲食料品が入
っていたもの)

○ふたを取り３色(透明.藁色､その他の皀)に
分け､匱運専飛蒭 に入れて名前を紀入

○劃れたぴんを含む 燃えない

ごみの日 最寄のご

み収集所燃えないごみ ○【歹リニヲポぷ歹ﾇ1 に入れる

燃えるごみ
○指定の四 に入れ名

前を紀入

燃える

ごみの日

★騨しくはごみカレンダーをご覧ください。

粗大ごみ取扱いの一部変更

不用農機具類は扱いません

伊達地方衛生処理組合では。

９月IEﾖ よ り 農 機 具類 を 取り

扱わないことと なり ました。農

機具類を廃棄する 場合は、購 入

農 機具 店や 廃棄 物処 理業 者等

へ依頼し適正 に処分く ださい。

動物を飼っている皆さんへ
飼い 主の 方 は 次 の 点 を 守 って 、 人 と 動 物 と の よ り よ い

共存 関 係を 築 き まし ょ う 。

○ 名 札等 （犬 につ い て は 、 鑑 札 ま た は 注 射 済 票 ） で 動 物

の 所有 者 を 明 示 し ま し ょ う 。

○ 飼 育小 屋 等 は 常 に清 潔 に し 、 他 人 に 涼 感 を か け ない よ

う 責任 を も って 飼 い ま し ょ う 。

○ 飼 う動 物 の 数 は 、 十 分 な 管 理 が で き る 範 囲 内 に し ま し

ヽよ っ。

○ 祠 育 し き れ な く な っ た 等 の 理 由 で 捨 て ら れ る 不 幸 な

「子犬 」「子 猫 」が 生 ま れる の を 防 ぐ た め 、不 妊 去 勢 な

ど の繁 殖 制 限 を し ま し ょ う 。

○ 飼 えな く な っ た場 合 は 適 正 に 飼 う こ と が で き る 新 し い

飼 主を 探 す努 力 を し ま し ょ う 。

犬について

○他人に危害や迷惑をかけないよう。適正な方法でしつけを行いましょ

う｡

○屋外で連動させる碍合

･ 公圃の遭篦､ 他人の土地などふん尿苟で汚すことがないようにしまし

よう｡

一犬をコントロールできる人が引き運動をしましょう｡

･引き綱は突発的な行動に対応できるよう定期的に点検整備しましょう｡

一遍動ｉ る場所、時刻等に配嶬し豕しょう。

猫について

Ｏ猖の健康と安全保持のため膕内鯛曩に男めましよう。

Ｏ 屋内飼養以外は.原則として.不

妊･去勢手術をしましょう．

問い合 わせ

住民課生活環境係

??585 －2116



保健だより
輝啣畠鱗祠: 即 讖 進係 , ( 585 ) 2783

乳 がん検診を

受けましょう!
30歳以上の女性を対象に乳がん検診を行います。

＊受 診 対象者 には 。後日 受 診票を 個別 に通 知い たし ます 。

・期　　 間　 ９月11･18･25 、10月2 ・ 4 ・ 9 ･11 ･16･23･25日 の10 日間

・受 付 時間　13:30 ～14:3{}

一場　　 所　 公 立藤田 総合 病院　 外 科外 来

・バス タオ ルを 必ず持 参し てく ださい 。

※春の健康管理世帯調査アンケートで町の検診を希里し尽かつ7と万で、歉にに

検診を希望する場合は、保健福祉課 保健増進係まで連絡願います。

＊＊＊　　 育　児　教　室　　＊＊＊

該　 当　 幼　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成14年３月～４月生まれの乳児 10月３日(木) 午後１眄30分～午後１時45分
観月台文化センター

第１和室

【内容】身長・体重測定、赤ちゃんふれあい体操、離乳食試食など

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

・３か月児（平成14年６月生まれ）

・９か月児（平成13年12月生まれ）
10月24日(木) 午後１眄30分～午後２畤

観月台文化センター

第１和室

1健珍内容】医師の指導、身長・体量測定．調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　　３ 歳 児 健 診　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成11年２月１日～
平成11年４月30日生まれの幼児

10月IEﾖ( 火) 午後１時15分～午後1  時 45分
観月台文化センター

大研修室

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

健診該当者には後日健診票を郵送します。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　 ポリオ集団予防接種　　 ＊＊＊

実　 施　 日 対象地区 受 付 時 間 会　　 場

平成14年10月８日(火) 藤 田 地 区
午後１時30分～

午後２時

観月台文化センター

大研修室
平成14年10月９日(水) 藤田地区以外

1対象乳幼児】実施日に満３か月からｌ〕月未満までの１回もしくは２回未投与の乳幼児

※注意すること…６週間以上の間隔で２回投与します。

（持参するもの）ポリオの予防接種予診票を配入し、母子健康手帳と一緒にお持ちください。



インフォメーション

高
齢
者
等
の
財
産
と
・
゜

福
祉
を
め
ぐ
る
電
話
相
談

福

島

県

司

法

書

士

会

で

は

「
第

六

回

高

齢

者

等

の

財

産

と
福

祉

を

め

ぐ

る

相

談

会

」

を

、

次

の

要

領

で

開

催

し

ま

す

。

電

話

に
よ

る

相

談

の

ほ

か

、

会

場

で

の

面

談

に

よ

る

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

。

お

気

軽

に

相

談

く

だ

さ

い
。

▼
電

話

番

号
・
・・（
５

３

４

）
0
7
9
9

▼
日

時

…

九

月

七

日

及

び

八
日
　

午

前

十

時

か

ら

午

後

四

時

ま

で

▼

面
談
場
所

…
福
島
県
司

法

咨
士
会
館

（
福
鳥
市
新
浜

町
六

番
二
十
八
号
）

▼
相

談
内
容

…
不
助
産
に

関
す

る
こ
と

か
ら
福
祉
、
介

護
、

人
権

、
年
金
等

法
務
な
ん
で

も
　
・
゜

無
料
相

談

福
島

地
方
法
務
局

で
は
、

行
政

寸
‐

ビ
ス
の

一
環
と

し
て

、
法
務
局
で
取

り
扱

っ
て

い
る
薬
務
に

つ
い
て
、

気
軽

に
相
談
で
き

る
よ
う

「
無

料
相
談
所
」

を
開
設

い
た
し

ま
す
。
秘

密
は
厳

守

さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心

て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日

時
・
：
九
月

一
日
（
日

）

午

前
十
時
～
午

後
四
時
ま

で
▼
場
所
…

「
中

合
」
福

島

店
二
番
館
七
階

▼
相
談

内
容
…
登
記
、
人

権
擁
護
、

戸
籍
な
ど
法

務
関
連
全
般

◆
電
話
に
よ

る
相

談
も
併

せ

て
受
付
け
ま

す
。（
５
３

４

）
2
0
2
1

又
は

（
５

３
６

）
1
1
7

４

巡
回
婦
人
相
談
会
・

悩
み
や
問

題
を
抱
え
て

い
る
婦
女
子

に
対
し
、
広

く
生
活

全
般

の
相
談

に
応

じ
る
、
巡
回
婦

人
相
談
会

を
次
に
よ
り

閧
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は

は
厳
守
し
ま

す
の
で
、

お

気
軽
に

お
出

か
け
く
だ
さ

い
。

▼
日

時

…

九

月

十

八
日

（
水

）
受
付
時
間

午
前
十
時

か
ら
午

後
三
時

▼
場
所
・
・・

保
原
中
央
公
民

館

（
保
原

町
）

※
婦
人
相
談

所
で
は
、
電

話
相
談

・
来

所
相
談
を
随

時
受
付
し
て

い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
次
へ

お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。
昔
（
５
２

２

）
1
0
1
0

新

有
権

者
の
つ
ど
り

参

加
者
募
集

新
有
権
者
の

方
を
対
象

に
、
「
新

有

権

者

の
つ

ど

い
」
が
聞
催

さ
れ
ま
す
。

成
人
と
し
て

必
要

な
政
治
。

継
済
・
文
化
等
の

学
習
や

レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
成
人
と
し

て
の
自

覚
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま

す

。

▼
期
日

…
九
月
二
十

八
日

～
二
十

九
日
▼
会
場

…
国

立
磐
梯

青
年
の
家
（

猪
苗

代
町

）
▼
参
加
資
格
・
：
十

九
歳

か
ら
二
十
二
歳
の
方

※
参
加

費
用
は
無
料
で
す

。

希
望
さ

れ
る
方
は
九
月
六

日
ま
で

に
次
へ
申
し

込
み

く
だ

さ
い
。

★
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

国
見
町

選
挙
管
理
委

員
会

｀
］（
５
８

５

）
2
1
1
2

県北の魅力を実感!
県北の十七市町村で構成する 「ふくしま拠点ま

ちづく り協議会」では、“わたしたち が住む県北地

方の魅力をもっと知ろう‘ をテーマに1 ふるさと

体験バスツアーl を 実施しま す。

●･開催日　10 月27日（日）●･参加対象 県 北地方に

住む①小学生と その 保護者（２名１組）② ①以外

は２人１組又は１人●･内容　 Ａコース 「こけし ・

ガラス絵付体験JB コース 「柿狩り・柿の渋抜体

験JC コース「そば打ち体験JD コース 「バター

手作り体験JE コース「和紙細工体験」卜･集合場

所、時間等については、抽選結果とあわせてご連

絡いたします･･募集人員･･･各コース45名 （応募多

数の 場合 は抽 選）S・参加 贊 …大人1.500円　 子供1,0CX

〕円 （昼食代 含む）･･ 応募方 法･･･往 復は がき

（ １枚で２名ま で応募できま す｡）ま た。ホームペ

ージからも 応募でき ます。

http//ｗ　ｗｗ.abukuma 1 7.fｕkｕshima.shim@.jp･･

応 募先 〒960一郎01福島 市五 老内町 ３－ １　福

島市役所内福島地方広域行政事務組合･・応募締切･･･10

月３日 必鶫

☆問い 合わ せ…国見町 企画商 工課容 ( 5 ) 四 27又

は福島地方広域行政事務組合(  盟 1 ) 14

下

水

道

ま

つ

り

県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
運
転
を
開
始
し
て

か
ら
七
年
目
を
迎
え
、
み
な
さ
ま
の
更
な
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
。

「
下
水
道
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
見
学

会
や
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ご
家
族
や
お

友
だ
ち
と
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

遊んで学んで楽しんじやお！下水道まつり

９ 月 ７ 日(土) 午前10 眄 から午後 ３眄

アクアクリーンあ ぷく ま

(県北浄化センタ ー)

見　 学…水処理旛1殳開 放．水 質浄化 微

生物観察

イベント…エアスライダ ー、歌手のトー

ク＆ライブ 、マスのつかみ取り、下水

遭クイズラリ ー など



大
切
に
し
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
か
ら
だ

脳
・

心
臓
疾
忠
の

認
定

基
準
が
改
正

さ
れ
ま
し

た
。

（
財
）
労

災
年
命
福
祉
協

会

で
は
、
厚

生
労
働
省
の

委

託
を

受
け

て
、
仕
事
の

疲

れ
や

ス
ト

レ
ス
が
原

因
と

思

わ
れ
る

『
過
労
死

』
等

に

関
す
る
労
災

認
定

の
相

談

に
応
じ
て

い
ま

す
。

秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
相

談

は
無
料
で
す
。

★
相
談
ダ
イ
ア
ル

福
島

労
災
年
金
相

談
室

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
0
1
2
0
1
6
0
3

－

１
１
４

住
宅
金
融
公

庫
お
り

住
宅

金
融
公
庫
の
住

宅

ロ
ー
ン

を
返
済
中
で
失

業

や
収
入

の
減
少
な
ど
で

返

済
に

お
困
り
の
方
に
対

し

て
は

、
次
の
よ
う
な

返
済

方
法

の
変
更
を
実
施
し

て

い
ま

す
。
①
返
済

期
間
の

延
長

（
最
長
十
年

）
②
元

金
据

置
期
問
の

設
定

（
最

長

三
年
）
③
元
金

据
置
期

間

中
の
金
利
引
下

げ

取
り
扱

い
期
間

は
平
成

十

五
年
三
月
末

ま
で
で
す
。

詳
細
に

つ
い
て

は
、
住
宅

金
融
公
庫

東
北
支
店
｛

｀
。

０
２

２

（
２
２
７

）
５
０

０
３
〕
又
は
ご
返
済
中
の

金
融
機
関
の
相
談
窓
ロ
コ

ー
ナ
ー
ま
で
。

「
宇

宙

の

日

」
一
般
一
″
開

宮

城
県
角
田
市

に
あ
る
、

角
田

ロ
ケ
ッ
ト
闘
発

セ
ン

タ
ー
及
び
角
田
宇

宙
技
術

研
究

所
で
は
「
宇
宙
の
日

」

に
ち
な
み
、
次

に
よ
り
一

般
公

開
を

行
い
ま
す
。
口

ケ
ッ
ト
技

術
設
術
の
公
開

を
は
じ
め

、
楽
し

い
イ

ベ

ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
の
で

、

こ
の
機
会

に
是
非
ご
覧

く

だ
さ

い
。

▼
日

時
・
：
９
月

７

日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時

三
十

分

▼
場

所

…

宮

城

県

角

田

市

神

次

郎

地

内

（

Ｊ

Ｒ

船

岡

駅

か

ら

車

で

約

十

分

程

度

）

★

お

問

い

合

わ

せ

角

田

ロ

ケ

ッ

ト

開

発

セ

ン

タ

ー
n
0
2
2
4

（

６

８

）
3
2
1
1

『

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ

／
／
、

　
れ
れ
Ｖ
．

　
ｎ
ａ
ｓ

ｄ
ａ

．

叭

０

． 』
℃

）

第15回全国健康福祉祭

ふくしま大会総合開・閉会式

一般入場者募集のお知らせ

(開会式)

◆日時　10月19日(土)11:25 ～

◆場所　あ づま陸上競技場( 福島市)

◆募集人数　5.08 人

(閉会式)

◆日時　10月22日(火)13:00 ～

◆場所　ピックパレットふくしま(郡山市)

◆募集人数　200人

※開会式はお １人で５名まで､閉会式は２

名まで応募できます。

※応募多数の場合、抽選となります。

※応募方法についてはお問い 合わせくだ

さい。

○締切日　８月31日( 当日消印有効)

Ｏ問い合わせ先

大会実行委員会事務局

｢総合開・閉会式｣ 係　ｰ  1  ｰ  7

児童扶養手当制度が

変わります

離婚などによりお父さ ん

のいないお子さんのお母さ

ん、またはお 母さんに代わ

って養育している方へ児童

扶養手当制度がありますが、

８月 １日 より制度が改正さ

れます。

これまでの二段階支給を、

所得に応じきめ細やかな支

給体系へ改めるとともに、

所得の 範囲や所得制限限度

額等が改正されました。

詳しい内容についてはお

問い合わせください。

現況届の提出時期 が８月

１日 から８月31日に変更さ

れまし た。また、障害をも

つ児童の方を養育している

方へ支給される特別児童扶

養手当の所得状況届は８月11

日 から ９月10月てなりま

す。既に受給されている方

は忘れずに提出ください。

保健福祉課福祉係

７?2  四 3

夏　に　は
連続休暇を ほっとWEEK

連 統 休暇 の普 及 ・拡 大 は 、労 働 時間 短 縮 のた

め の 重 点 事項 の 一 つ で す。 厚 生 労 働省 で は｢ ほ

っと ウ ィ ー ク｣を キ ャッ チ フレ ー ズに 、夏 季 連

続 休暇 の普 及 促進 を 呼び か け てい ま す。

厚生労働省 「ゆとりある休暇｣推進協皿会

９月の心配ごと相談

５日啝 式川　 煦″4
唇Ｌ Ｍｆ!4

13日憧丿 蔔地･ ﾄ助゙气

14二藾 広笂゛4
25日啝 占|||　棯气

佐久lnlフミ゛4

●場所 役場( 2 ) 細浪宅
●吟聞 午前 時 一 正 午

人口と世帯
平成14 年７月1日現在

人口11.074 人(  ｰ 12 )

男5.310 人( - 8 )

女5.7 人( ｰ 4 )

出生 ２人 死亡 ７人

転入12 人 転出19 人

世帯3.216 世帯(  十 2 )

結
婚
お
め
で
と
う

佐
藤

健
一
丿

熊
坂
　
伸
江
ｊ

宮
　

東

阿
部
　
俊
和
丿

岩
渕
　
恵
美
ｊ

藤
川
宮
前

誕
生
お
め
で
と
う

桜

澤

秀

平
ｙ
（

光

明

寺

）

庄

太

郎

ｊ

・

｀
夕
霖

夕一
ぶ

ヴ
ぢ
Ｔ

ｊ

徳

江

伽

菜
ｙ
（
徳

江

北

）

雄

一
ｊ

・
禎

子

丿

鈴

木

琴

菜
ｙ
（
宮

東

）

俊

一
～

・
千

技

美

丿

菅

井

華

月
ｙ
（
徳

江

北

）

和

宏
ｊ

・
洋

子
？

｀
く
や
ふ
申
Ｕ
亠
ｆ
ｔ

″

徳
江
　

英
子
丿
7
5（
本
町

）

佐

久
間
永
郎
j
6
6（
柯
町
北
）

齊
藤
　
　

正
j
8
8（
中
部

）

渡

部
　

正
雄
丿
8
1（
高

城
）

松

浦
　

俊
紀
ｊ
Ｍ
（
築
舘

）

長
谷
川
正

男
j
8
1（
高

城
）

安
藤
　

留
次
j
8
6（
前

田
）

（
７
月

末
日
ま
で
に
、
当

町
窓
口
で

受
付

し
た
方
で
、

住
所
を
有

す
る
方
を
掲
絏

し
ま
し

た
。
）

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習譚
(観月台文化センター)

( 5 ) 2670 FAX ( 585 ) 2707

ｷ ャンプをつうじたくましく

～少年仲間づくり教室～

少
年
仲

闘

づ
く

り

教
家
で

は

恒

例
の

キ
ャ

ン
プ

を

。
蔵

。卜
‥
連

峰

を
望

む
寓

城
県

国
‥砥
南

蔵
に

々

少
年
野

営

場
に

お
い
て

じ
月

。。。
卜
囗

～

八
月

。
日

の
こ

日
間

に

わ
た

り
行

い
ま

し

た
。

学
級

生

て
卜

。
名

が
参

加
し

、

仲
闘

と

の
規
律

あ
る
生

活

、
野

外
活

助

を

つ
う
じ

て
、

友

情
を

深
め

そ
し

て

。

た
く
ま

し

く
な

り
ま

し

た
。

【
一
日

目

】
野
営

場

に
到

着
す

る

と
、

み

ん
な
で

協

力
し

な
が

ら

の
テ

ン
ト

設
営

を
し

ま
し

た
。

午

後
は
縄

文

式
火

熾
し

を

体
験

、

木

を
こ

す
り

介
わ

せ

て
火

種
を

つ

く

る
作
業

は
、

な

か
な

か
根

気

の

い
る

も
の
で

、

煙
が

あ
が

る

と
歓
μ

の

声
が

聞

こ
え

て
き

ま

し
た

。

夕
食
後

の

ナ
イ

ト
（

イ
キ

ン
グ

で
は

。

約
四

㎞
の
コ

ー
ス

を
提

灯
の

明

か
り

を
頼

り

に
出

か
け

、
夏

の
夜

空

と
そ

の

ド

に
そ
び

え

る
山

々
の

淳
厳

さ

を
直

に
感

じ

と
り
ま

し

た
。

【
二

日
目

】
沢

登

り
に

挑
戦

、

水
し

ぶ
き

を
匕

げ

な
が

ら
岩

場

の
約

二
㎞

を

踏
破

、
自

然
の

厳

し

さ
を
学

ぶ

と
と

も
に

、
班

活

助

で

の
辿

帯

感
を
鳥

め
ま

し

た
。

ま
た

。
折

り
返

し
地

点

の
つ

り

橘
で

は
手

作

り
お

に
ぎ

り
の

梓

食

を
と
り

ま
し

た
。

夜

の
キ

ャ

ン
プ

フ
ァ

イ
ヤ

ー

で

は
、
『
火

を
む

か

え

る

つ

ど

い
』

か
ら

「

友
愉

を
深

め
る

つ

ど

い
」「
火

を
送

る

つ
ど

い
」
と

流
儀

に
則

り

厳
か

に
進

め
ら

れ

ま
し

た
。

火

を
囲

ん
で

、
参

加

者
み

ん
な

で

輪
に

な
リ

フ
ォ

ー

ク

ダ

ン
ス
や

歌

、
各

班
で

そ
れ

ぞ

れ
出

し
物

を

披
露
し

、

楽
し

い
時

を
過

ご
し

ま
し

た
。

【
三
日

目

】
炊
飯

活

動
後

に
キ

ャ

ン

プ
場
の

清

掃
を

行

い
、

マ

ナ

ー

を
惇
び

、

規
律

あ

る
生
活

を

締
め

く
く

り

ま
し

た
。

自
然

の
中

で

仲
間

と
寝

食
を

と

も

に
す

る
生
活

は

、
日

常
で

は

味

わ
え
な

い

貴
重

な
体

験
と

し

て

、
夏
休

み

の
楽
し

い
思

い

出

に

な
り

ま
し

た
。

行事のお知らせ

（ ８月 ）

24日(土) 町民陶芸教室　 ‾

30日(金) 成人学級(俳句入門)

31日(土) 町民陶芸教室

( ９月 》

２日（ 月）休館日

３日( 火) 子 育て教 室(楽し い料 理)

阿津 賀志 学級( 書道)

移動 図書 館(小 坂)

４日( 水) くに み女性 教室

(防災の 話し)

５日( 木) 移動 図書館( 森 江野小)

10日( 火) 阿津 賀志 学級( 料理教室)

11日( 水) くに み女性 教室

グ ループ 学習( 煎茶)

移動 図香館( 大 枝小)

12日( 木) 移動 図書館( 藤田 小1 年)

13日( 金) 阿津 賀志学 級

(全体 学習会)

子育 て教室

(秋の目 然で遊 ぼう)

14日( 土) 町民陶 芸教室



健

康

ブ
く
り
「
３
Ｂ

体
操
」

～
く
に
み
女
性
教
室
～

く
に
み
女
性
教
室
で
は
７
月

３
日
、
Ｍ
囗
の
両
日
に
公
認
獅

導
者
沼
田
久
美
子
先
生
の
指
導

に
よ
り
健
康
づ
く
り
「
３
Ｂ
体

操
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル

、

ペ
ル

、
ヘ

ル

ダ

ー

の
３

つ
の
逆

具
を

使

い
曲

に
合

わ

せ
て

ス
ト

レ
ッ

チ

体
操

を
し

た

り
、

創

作
ダ

ン

ス
や

指
遊

び

な

ど

い
ろ

い
ろ
な

メ
ニ
ュ

ー

が

組

み
込

ま

れ
ま
し

た
。

参

加
し

た
ほ

と

ん
ど

が
は

じ

め

て
と

い
う
こ

と

も
あ

り
、

一

回
目
は

、
口

頃

の
巡

動
不

足

を

痛

感
し

な

が
ら

、

二
回

日
で

は

体
操

に
よ

る
疲

れ

が
心

地
よ

い

満
足

感
へ

と
変

わ

っ
て

い
ま

し

た
。

最
後

に
先

生

か
ら

の
総

括

「
３
Ｂ

体

操

と
は

、
余

暇
を

無

理

な
く
過

ご
す

た

め
の

運
助

で

す
。
」
の
言

葉
で

終

了
し

ま
し

た

。

観月台文化情報

津軽ひろ子
歌 謡 ショ ー

９月15 日( 日)

午後６時～

入場無料

福島市民

ｵｰｹ スﾄﾗ

ﾌｧﾐﾘｰｺﾝｻｰﾄ

９月1日(日)

午後２時～

入場無料

餽い合 わｔ 嗷舊学習世 文ｔ鑼員係 0  (  5  )  2676

平成14年度
｢ 第41 回 福 島 県 芸 術 祭｣

開幕行 事

メ インテ ーマ：つ たえひらく

と　 き：９月 １日(日)午後１時～

ところ：福島県文化センター

入場料:5(X)円

新しい本が届きました

(文化センター図書室)
一 般 図 書

新宿・夏の死　　　　　 船戸 与－
魚の棲む城　　　　　　 平岩 弓枝
生きかた上手　　　　　 日野原重明
ニセモノ師たち　　　　　 中島 誠之
がんばらない　　　　　 鎌田　 實
地の配億をあるく　　　　 松本 健一
平成お徒歩日記　　　　　 宮部みゆき
さくらえび　　　　　 さくらももこ
中世のうわさ　　　　　 酒井 紀美
食昧戛々録　　　　　　 阿川 弘之

児 童 図 耆

ぐりとぐらのあいうえお
なかがわりえこ

やねのうえのもも　　　　 織茂 恭子
トンガのきいちごつみ　　 広野多珂子

ソフィはとってもおこったの
モリー・バング

ぽんぞうののぞきだま たかどのほうこ
10わのインコどこいった

クエンティン・ブレイク

こちら「ランドリー新聞」綴集部
アンドリュー・クレメンツ

はなぐつ　　　　　　　 李　 慶子
ほこらの神さま　　　　　 寫安 隅子

アカネヒメ物晒 夢みる木馬
村山 早紀

ス
ポ
ー
ツ

公共施設の無料開放について

福島県民の日( ８月21 日)､ 仮称く にみの日

(９月23 日) に合わ せ､次 の公共施 設を無料開

放し ます。

★対 象施 設　 観月 台文化 センタ ー( 入浴施 設、

文化センター施設､体育館） 上
野台運動公園（総合運動場､テニス

コート､プール(くにみの日は除く) 、
勤労者体育センター､グリーンアリー

ナ９２３､柏葉体育館)森江野町民セン
ター　東部高齢者等活性化センター

大木戸ふれあいセンター　町立学校
施設

★対 象 者　国見町に住所を有する方

★利用方法　団体利用の場合の申込書､報告書の提
出はこれまでどおりです。個人利用
の場合は､各施設に備えてある利用者

名簿に必要事項を記入してください。

国見ソフトテニスクラブが３位

県民スポーツ･県北大会
７月21 日に行われた県民スポーツ・県北大

会には、４つの競技に町の代表が出場しました。

このうち、グリーンアリ ーナ９２３で行われた

ソフトテニス競技に出場し た国見ソフトテニ

スクラブは、２位で予選リーグを通過し決勝ト

ーナメントに進み、３位に入賞しました。



国見ニュータウン

さ

ら
に
お
求

め
や

す
く

恵

ま
れ
た
立
地
条
件
、

ゆ
と
り
安
ら
ぎ
、
そ
し
て

快
適
性
を
集

大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
。

さ
ら
に
お
求
め
や
す
く
、
支
払
条
件
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

契
約
時
に
購
入
代
金
の
1
0％
を
支
払
い
た
だ
き
、
残
り
は
３

年

以
内
の

分
割

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
借
り
入
れ
に
よ
る

一
括

支
払
の
場
合
は
３

年
以
内
の
利
子
補
給
も
あ
り
ま
す
。

国
見
町
が
国
土
交
通
省
「
新
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
推
進
事
業
」

の

補
助
の

も
と

、
し

つ
か
り
つ
く
つ
た
安
心
さ
に
、
さ
ら
に
お
求

め
や

す
さ
を
プ
ラ
ス
。
こ
の

機
会
に
是
非

ご
購
入
く
だ
さ
い

。支払い条件大幅緩和
し 契約時10％､残りは３年以内の分割納入が可能に!

匸借り入れによる一括支払の場合は３年以内の利子補給

さ ら に 有 利 に
ポ イ ン ト ①

国 見 町 が し っ か り 支 援

ニュータ ウン分譲斡旋奨励

金支援事業として分譲斡旋

を 頂い た場合、１区画あ た

り30万円が支給さ れます。

ポ イ ン ト ②

建 て る と 有 利

ＵＩターン 者建築推奨事業

とし て土地家屋に関 わる固

定資産税1 ヵ年分が交付さ

れます。

残
り
6
9区
画

好
評
分
譲
中

現
在
6
9
区
画

を
分

譲
し

て

お
り

、
先

着
順

に
要

望

区
画

が
選

択
で

き
ま

す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
ぐ
、

将
来
予

定
さ

れ
る
子

供
さ

ん

等
の
た

め
に

も
購
入

い

た

だ
け
ま

す

。
こ
の

機
会

に

是
非
現

地

を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
詳
細
は

右

記
へ
お

問
い

合
せ

く

だ
さ
い

。
現
地

案

内

も
随
時

行

っ
て
お

り
ま

す
の

で

、
お

気
軽
に

連
絡

く
だ
さ
い

。

お申込み･お問い合わせ
国　見　町
企画商工課

谷 585-2927

小
さ
な
天
才
た
ち

｢カラフ ルの 国｣

小坂小３年　佐藤加奈

｢なつ の花｣

小坂小３年　目黒美里

小坂小 ３年生 ｀
たちの作品　･･

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課
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